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No. 664

人　口／3,246人（男／1,549人：女／1,697人）
世帯数／1,573世帯 （11月30日現在）

長い旅路で苫前剣士との交流
　11月10日（木）に苫前小学校体育館で行われた

町剣道スポーツ少年団の練習後に撮った写真の

ひとコマ。

　イギリス人のニック・リチャードさんは、剣

道を通じての出会いを求め北は稚内から南は鹿

児島までの旅をする道中、この苫前で剣道を通

じての国際交流を行った。国は違えど志はみん

なと一緒に感じた。

■ 特集「除雪」･･･ ２
■ 苫前町表彰式･･･ ３
■ 公民館フェスティバルほか･･･ ４
■ 表彰と交流の集いほか･･･ ５
■ 年末年始の各施設・機関の業務ほか･･･ ６
■ 健康ばんざい･･･ ７
■ 介護保険ガイド･･･ ８
■ 国民年金･･･ ９
■ 学びの広場･･･10
■ 住まいる情報･･･11
■ 平成27年度町の決算について･･･12～13
■ 町民舞台発表会ギャラリー･･･14
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2 頁広報とままえ　12月号

　

町
の
除
雪
状
況

　

町
内
の
除
雪
作
業
は
、
町
が
苫
前

道
路
維
持
管
理
事
業
協
同
組
合
に
委

託
、
同
組
合
で
12
の
地
域
を
９
事
業

者
で
各
地
域
ご
と
に
割
り
振
り
を
行

い
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
除
雪
に
要
す
る
路
線
は
生

活
路
線
や
公
共
施
設
、
産
業
道
路
を

含
め
１
９
４
路
線
で
全
長
約
92
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
及
び
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
除
雪
に
要
し
た
経

費
は
約
７
千
7
百
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

除
雪
を
行
う
基
準

　

町
で
は
原
則
と
し
て
、
雪
が
降
り

積
も
り
概
ね
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
に
な
っ
た
と
き
に
除
雪
を
行
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
に
出
動
す
る
時
間
は
降
雪
量

や
除
雪
を
行
う
距
離
数
な
ど
に
よ
り

前
後
し
ま
す
が
、
午
前
７
時
を
メ
ド

に
除
雪
を
終
了
す
る
よ
う
努
め
て
い

る
た
め
、
早
い
と
き
に
は
午
前
２
・

３
時
か
ら
の
深
夜
か
ら
除
雪
を
開
始

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
皆

様
に
は
騒
音
や
振
動
な
ど
に
よ
り
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
時
以
外
は
午
後
７
時

以
降
の
除
雪
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　町では、１年の約半分にあたる冬をできるだけ快適に生活
できるよう生活路線や公共施設の除雪などを行っています。
　除雪作業には、町民の皆さんの協力が欠かせないことから、
除雪に関する取り組みを紹介します。

除 雪除 雪特 集

① 路上駐車や公共施設駐
車場への長期駐車はや
めましょう！

路上への駐車や公共施設駐
車場への長期駐車は、除雪
作業や緊急車両の走行の妨
げになりますので、やめま
しょう。

③ 除雪や排雪時に支障となる場
所にはポールなどの目印を！

車庫に車の乗り入れる段差解消
用の台など、除雪や排雪時に
破損の恐れがある場所にはポ
ールなどの目印の設置や降雪
前の撤去などの協力をお願いし
ます。

④ 道路に面した屋根の雪
は事前に撤去を！

歩道や道路に向かって屋根
雪が落ちる構造のご家庭
は、状況を見ながら事前に
雪下ろしをするなど、事故
が起きないような対策をお
願いします。

●除雪に関するお問い合わせは
　・苫前道路維持管理事業協同組合
　　  　　　　　　☎65－3141
　・苫前町役場建設課管理係
　　　　  　　　　☎65－2315

◆昭和・旭地区
　　山本建設工業(株) ☎65－3141
◆北長島・四線沢地区
　　大川重機 ☎65－3035

◆苫前地区
　　千葉建設(有) ☎64－2819
◆港・三豊地区
　　千葉建設(有) ☎64－2819
◆北香川・上平・力昼地区
　　(有)北進産業 ☎64－2152
◆幹線道路(旧直営路線)
　　山本建設工業(株) ☎65－3141
◆南長島・香川地区
　　苫前建設工業(株) ☎65－3309

◆九重地区
　　橋場建設工業(株) ☎65－3900
◆古丹別地区
　　渡部工業(株) ☎65－3055
◆小川・岩見・東川地区
　　林商会 ☎65－3304
◆小川地区(防災ダム道路)
　　林商会 ☎65－3304
◆三渓地区(苫前ダム道路)
　　ハラダ工業(株)苫前支店
 ☎65－3702

除
雪
作
業
に
ご
協
力
下
さ
い

除
雪
作
業
に
ご
協
力
下
さ
い
一
人
ひ
と
り
の
協
力
で

住
み
よ
い
地
域
へ

町民の皆さんに町民の皆さんに除雪除雪についてのについての５５つつのお願いのお願い

② 町が指定している場所
以外の雪は除雪しませ
ん！

雪を堆積する場所が少ない
地域のために町が指定した
場所以外の空き地などは除
雪しませんので、ご理解を
お願いします。

⑤ 除雪車が寄せた雪の処
理にご協力を

玄関や車庫前へ除雪車によ
り寄せられた雪は、各家庭
での処理にご協力をお願い
します。また、それらの雪
は道路に出さないようご協
力をお願いします。

皆様のご協力を皆様のご協力を
お願いしますお願いします

今冬の地区別除雪担当業者
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3 頁広報とままえ　12月号

〜
平
成
28
年
度 

苫
前
町
表
彰
式
〜

　

平
成
28
年
度
苫
前
町
表
彰
式
が
、
11
月
３
日
の
「
文
化
の
日
」
に
あ

わ
せ
て
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
で
挙
行
さ
れ
た
。

　

本
町
の
発
展
の
礎
と
な
ら
れ
、
各
分
野
で
ご
尽
力
さ
れ
た
受
賞
者
の

方
々
に
、
心
か
ら
の
賞
賛
と
感
謝
の
言
葉
を
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
捧

げ
、
祝
福
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
政
治
、
経
済
、
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
な
ど
の
各
分

野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
は
じ
め
、

永
年
勤
続
者
で
業
務
に
精
励
さ
れ
た

方
、
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た
個
人
や
団

体
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
と
し
て
、
毎

年
11
月
３
日
の
文
化
の
日
に
あ
わ
せ
て

挙
行
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
の
表
彰
は
、
産
業
・
教
育
文

化
ス
ポ
ー
ツ
・
防
災
に
お
け
る
功
労
表

彰
に
３
名
、
自
治
関
係
に
お
け
る
勤
続

表
彰
に
１
名
、
町
の
公
益
の
た
め
、
多

額
の
金
品
の
寄
附
を
さ
れ
た
１
企
業
に

善
行
表
彰
、
町
政
振
興
の
た
め
に
寄
附

を
さ
れ
た
７
名
に
感
謝
状
を
授
与
し

た
。

　

ま
た
、
町
内
に
80
年
以
上
在
住
し
、

家
業
等
を
通
じ
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
50
名
に
も
感
謝
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
森
町
長
よ
り
「
み
な

さ
ん
の
献
身
的
な
努
力
、
人
知
れ
ぬ
善

行
は
、
郷
土
愛
の
表
れ
で
あ
り
マ
チ
の

誇
り
。
今
後
と
も
貴
重
な
経
験
を
も
っ

て
、
町
政
進
展
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　

阿
部
俊
一
町
議
会
議
長
は
「
住
民
の

福
祉
向
上
、
町
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
。
今
は
情
報
化
社
会
時

代
で
産
業
・
福
祉
・
教
育
な
ど
め
ま
ぐ

る
し
い
早
さ
で
変
化
を
し
て
い
る
。
諸

先
輩
方
に
は
今
後
と
も
ご
尽
力
を
賜
り

た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
教
育
文
化
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
岡
田
裕
幹

さ
ん
は
「
先
人
の
思
い
を
自
分
な
り
に

感
じ
な
が
ら
こ
こ
ま
で
努
力
し
て
き

た
。
自
分
は
生
ま
れ
育
っ
て
か
ら
ず
っ

と
苫
前
に
住
ん
で
い
る
。
教
え
を
受
け

た
父
・
母
・
先
輩
・
上
司
な
ど
膝
を
つ

き
合
わ
せ
な
が
ら
い
ろ
ん
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
苫
前

町
で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
生
き
て
い
き

た
い
」と
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
。（敬

称
略
）

◆ 功 労 表 彰
〔産業功労者〕
　村　本　　　隆（昭　和）
　農協理事として15年の永きにわたり、本町農
業振興の発展と農協運営に貢献した。

〔教育文化スポーツ功労者〕
　岡　田　裕　幹（苫　前）
　教育委員として24年の永きにわたり、学校教
育や社会教育、文化スポーツの振興に尽力し、
本町教育の発展に貢献した。

〔防災功労者〕
　白　府　勝二三（旭）
　消防団員として25年の永きにわたり、地域防
災に貢献するとともに、後進の育成に尽力した。

◆ 勤 続 表 彰
〔自治関係〕
　山　下　　　朗（古丹別）
　交通安全指導員として20年以上勤続、交通安
全運動の推進に尽くした。

◆ 善 行 表 彰
　株式会社ユーラスエナジー苫前（上　平）
　町の公益のため、多額の金品を寄付した。

◆ 感 謝 状
〔寄　附〕
西山坂田電気株式会社（旭川市）、布市　光宏
（旭）、猪股　正博 （苫前）、株式会社高田建築設
計事務所（留萌市）、伊藤美智子（古丹別）、株
式会社アドバンス（東京都）、岡田　裕幹（苫前）
　町に寄附をし、町政の振興に寄与した。

〔在住80年以上〕
　伊藤　恭一（古丹別）、　運上　和子（三　豊）
　運上　　正（栄　浜）、　越後　トミ（苫　前）
　大川　トシ（力　昼）、　大橋　常夫（古丹別）
　小澤　和夫（小　川）、　小野　スミ（苫　前）
　小野　善市（苫　前）、　開発　英子（古丹別）
　川村　敏夫（興　津）、　櫻井カズ子（苫　前）
　佐々木　保（力　昼）、　佐々木ミネ（力　昼）
　佐藤　京子（苫　前）、　佐藤　文夫（古丹別）
　柴田ヱミ子（九　重）、　柴田　昭一（古丹別）
　武田　豊子（　旭　）、　中野　誠也（古丹別）
　中野智津子（古丹別）、　西館　勘之（古丹別）
　丹羽　壽子（苫　前）、　濱本　和美（古丹別）
　番場キクヱ（苫　前）、　福田　愛子（古丹別）
　前川　　守（香　川）、　前田ケヨ子（力　昼）
　松田　靜子（古丹別）、　松原　　理（香　川）
　松村　一孝（上　平）、　山田セツ子（苫　前）
　浅野粕太郎（力　昼）、　越後　　徳（苫　前）
　泉　千代子（苫　前）、　尾泉　　昇（九　重）
　伊藤　正美（古丹別）、　竹花サツ子（長　島）
　竹花　秀信（長　島）、　照井美代子（古丹別）
　中川　武士（古丹別）、　工藤キク子（苫　前）
　久保　和弘（九　重）、　古村マツヱ（古丹別）
　水谷　　靖（苫　前）、　丹羽　克一（苫　前）
　佐々木光男（古丹別）、　佐武　正幸（九　重）
　十亀　幸孝（古丹別）、　滝本　哲夫（東　川）

　苫前町内に80年以上在住し、家業等を通じ町
の発展に貢献した。
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4 頁広報とままえ　12月号

　

11
月
４
日
〜
６
日
ま
で

の
３
日
間
、
町
内
の
各
種

団
体
・
個
人
の
作
品
展
示

や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
人
形

劇
な
ど
を
行
う
町
民
文
化

祭
作
品
展
と
、
た
く
さ
ん

の
お
も
ち
ゃ
を
設
置
し
た

遊
べ
る
図
書
室
や
、
お
は

な
し
会
な
ど
を
行
う
図
書

室
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

を
含
め
た
公
民
館
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
約
５
０
０
名

の
来
館
者
で
開
催
さ
れ
た
。

　

作
品
展
で
は
、
幸
寿
園

や
優
芽
の
利
用
者
が
来

館
、
見
事
な
作
品
の
出
来

映
え
に
「
上
手
だ
ね
」「
き

れ
い
だ
ね
」
な
ど
の
感
想

が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
人
形
劇
で
は
鑑

賞
す
る
前
に
、
子
ど
も
た

ち
が
動
く
紙
人
形
を
作
っ

た
り
し
て
、
人
形
劇
の
楽

し
さ
を
さ
ら
に
実
感
し
た

よ
う
で
あ
る
。

公民館・図書室フェスティバル

　

11
月
13
日
㈰
苫
前
町
商
工

会
青
年
部（
原
野
友
助
部
長
）

の
創
立
50
周
年
記
念
式
典
が

と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
で

開
催
さ
れ
た
。
式
典
に
は
同

青
年
部
部
員
を
は
じ
め
森
町

長
、
阿
部
議
長
ほ
か
35
名
が

出
席
し
た
。　

　

原
野
部
長
は
「
部
員
数
は

設
立
当
時
に
比
べ
て
大
幅
に

減
少
し
、
青
年
部
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
わ
る
と

思
う
が
、
ど
ん
な
環
境
下
で

も
行
動
力
を
活
か
し
商
工
業

の
発
展
に
努
力
し
た
い
」
と

式
辞
を
述
べ
た
。

　

森
町
長
は
「
青
年
部
は
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
組

織
、
地
域
振
興
事
業
で
は
欠

か
せ
な
い
存
在
。
地
域
の
中

核
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
」
と
祝
辞
を
寄
せ
た
。

　

こ
の
後
、
歴
代
の
部
長
に

感
謝
状
の
贈
呈
、
記
念
事
業

の
報
告
が
さ
れ
た
。

　

11
月
12
日
㈯
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
町
民
フ
ッ
ト

サ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
１
６
が
、
８
チ
ー
ム
60

名
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
た
。

　

体
力
的
な
ハ
ン
デ
ィ
は

無
し
、
開
会
式
で
激
し
い

タ
ッ
ク
ル
禁
止
の
フ
ェ
ア

プ
レ
ー
を
徹
底
し
た
こ
と

か
ら
、
ド
リ
ブ
ル
、
シ
ュ

ー
ト
の
打
ち
合
い
、
必
死

の
ボ
ー
ル
の
奪
い
合
い
な

ど
一
進
一
退
の
攻
防
が
続

い
た
。

　

決
勝
は
、
バ
テ
バ
テ
と

Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
で
争

わ
れ
、
１
対
０
の
シ
ャ
ッ

ト
ア
ウ
ト
で
バ
テ
バ
テ
チ

ー
ム
が
優
勝
を
収
め
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
。

白熱した戦い！互いの健闘たたえる ～町民フットサルフェスティバル2016～

　

剣
道
を
通
じ
て
の
出
会
い

を
求
め
、
剣
道
着
を
着
て

徒
歩
で
日
本
縦
断
の
旅
を
し

て
い
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
ニ
ッ

ク
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
さ
ん

が
、
11
月
10
日
㈭
午
後
６

時
か
ら
苫
前
小
学
校
体
育

館
で
行
わ
れ
た
町
剣
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
練
習
に
参
加

し
、
少
年
剣
士
た
ち
と
稽

古
に
汗
を
流
し
た
。

　

リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
さ
ん
は
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
日
本
の
武

道
に
関
心
を
持
ち
日
本
で
は

英
会
話
講
師
を
し
な
が
ら
、

合
気
道
の
指
導
者
を
目
指

し
た
が
、
半
ば
し
て
剣
道
の

心
に
触
れ
、
剣
道
を
学
び
た

い
と
考
え
た
。
そ
こ
か
ら
道

場
に
通
い
、
今
で
は
剣
道
１

級
を
取
得
し
て
い
る
。

　

稚
内
市
か
ら
徒
歩
で
鹿

児
島
県
を
目
指
す
日
本
縦

断
は
、
11
月
２
日
に
宗
谷
岬

を
出
発
し
、
寺
院
な
ど
に

宿
泊
。
天
塩
町
で
は
剣
道

少
年
団
た
ち
の
練
習
も
見

学
し
た
。

　

少
年
団
と
の
練
習
で
は
、

同
剣
連
の
開
発
法
起
さ
ん
が

18
人
の
団
員
に
リ
チ
ャ
ー
ド

ソ
ン
さ
ん
を
紹
介
。
一
人
ひ

と
り
と
向
き
合
っ
て
面
の
練

習
な
ど
を
し
て
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
や
父

母
、
剣
道
関
係
者
と一
緒
に

記
念
撮
影
を
撮
り
、
豚
汁

を
食
べ
て
笑
顔
を
見
せ
て
い

た
。

　

開
発
さ
ん
は
「
こ
の
度
は

剣
道
で
繋
が
る
国
際
交
流
で

す
。
人
と
人
と
が
繋
が
って

い
け
ば
必
ず
平
和
へ
繋
が
って

い
き
ま
す
。」
と
子
ど
も
た

ち
に
話
し
た
。

　
一方
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
さ

ん
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
剣
道
は
す
ば
ら
し

い
で
す
。皆
さ
ん
練
習
上
手
。

こ
れ
か
ら
も
剣
道
を
いっ
ぱ
い

勉
強
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
た
。

　

リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
さ
ん
は
、

11
日
次
の
目
的
地
で
あ
る
小

平
町
に
向
け
て
旅
だ
っ
て
行

っ
た
。

子どもたちと剣道を通じて交流

優　

勝　

バ
テ
バ
テ

準
優
勝　
Ｂ
Ｉ
Ｇ  

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
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5 頁広報とままえ　12月号

　

11
月
19
日
㈯
公
民
館
で
苫

前
商
業
高
等
学
校（
金
子
義

之
校
長
）体
験
発
表
会
が
開

催
さ
れ
、
一
般
住
民
が
参
加

し
開
催
さ
れ
た
。

　

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

の
そ
れ
ぞ
れ
学
習
を
行
っ
た

成
果
の
ほ
か
、
商
業
教
育
フ

ェ
ア
、
国
際
交
流
事
業
の
報

告
や
町
内
企
業
・
施
設
見
学

会
の
報
告
発
表
な
ど
が
行
わ

れ
た
。

　

３
年
生
が
札
幌
地
下
歩
行

空
間
で
本
町
の
特
産
品
販
売

実
習
し
た
ス
マ
イ
ル
ウ
ィ
ン

ド
事
業
の
発
表
で
は
、
授
業

で
は
体
験
で
き
な
い
プ
ラ
イ

ス
カ
ー
ド
や
ポ
ッ
プ
の
作

成
、
品
出
し
や
商
品
整
理
、

チ
ラ
シ
に
よ
る
街
頭
Ｐ
Ｒ
、

接
客
な
ど
、
地
元
か
ら
持
っ

て
い
っ
た
商
品
を
ほ
ぼ
完
売

し
た
成
果
に
つ
い
て
発
表
さ

れ
た
。

学習成果を住民に広く発表 ～苫前商業高等学校体験発表会～

　

11
月
23
日
㈬
苫
前
神
社

で
苫
前
町
産
業
感
謝
祭
が

森
町
長
や
各
産
業
団
体
の

代
表
な
ど
33
名
が
参
加
し

執
り
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
感
謝
祭
は
、
１
年

の
収
穫
と
勤
労
に
感
謝
す

る
た
め
に
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
野
菜
や

魚
な
ど
の
収
穫
物
を
供

え
、
Ｊ
Ａ
苫
前
町
、
北
る

も
い
漁
業
協
同
組
合
苫
前

支
所
、
苫
前
町
商
工
会
の

代
表
が
感
謝
文
の
読
み
上

げ
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
１
年
の

豊
作
と
安
全
を
感
謝
、
翌

年
に
向
け
て
景
気
、
経
済

の
向
上
を
願
い
な
が
ら
参

列
者
全
員
が
玉
串
奉
て
ん

を
行
っ
た
。

豊作・大漁に感謝 ～苫前町産業感謝祭～

　

勤
労
感
謝
の
日
の
前
日

と
な
る
11
月
22
日
㈫
に
苫

前
保
育
園（
青
木
久
美
子

園
長
）の
藤
組
園
児
12
名

に
よ
る
勤
労
感
謝
の
日
の

慰
問
が
行
わ
れ
た
。

　

佐
藤
風
音
く
ん
よ
り

「
た
く
さ
ん
の
ひ
と
た
ち

の
た
め
に
、
は
た
ら
い
て

く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

げ
ん
き
で
は
た
ら
い
て
く

だ
さ
い
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
後
、
長
嶺
樹
莉

さ
ん
よ
り
森
町
長
へ
花
束

が
手
渡
さ
れ
た
。

　

森
町
長
は
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
の
た

め
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
仕
事
を
し
ま
す
。」
と

伝
え
た
後
、
園
児
に
お
土

産
を
手
渡
し
た
。

いつもおしごとごくろうさまです ～苫前保育園が勤労感謝の日の慰問～

　

11
月
18
日
㈮
と
ま
ま
え

温
泉
ふ
わ
っ
と
で
表
彰
と

交
流
の
集
い
実
行
委
員
会

主
催
に
よ
る
平
成
28
年
度

の
文
化
協
会
・
体
育
協
会

表
彰
と
交
流
の
集
い
が
約

１
５
０
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
た
。

　

こ
の
集
い
は
平
成
28
年

度
に
町
内
で
文
化
活
動
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て

貢
献
・
活
躍
し
た
人
を
表

彰
す
る
と
と
も
に
、
文

化
・
体
育
協
会
相
互
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
。

　

今
年
は
、
文
化
協
会
で

３
個
人
が
、
体
育
協
会
で

は
１
団
体
３
個
人
が
表
彰

を
受
け
た
。
同
集
い
副
委

員
長
で
体
育
協
会
の
平
田

日
出
男
会
長
が
「
と
り
ま

く
環
境
は
経
験
の
な
い
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る

が
、
受
賞
者
が
潤
い
を
与

え
、
多
く
の
町
民
の
夢
と

希
望
の
実
現
に
貢
献
し
て

い
る
」
と
挨
拶
し
た
。
ま

た
、
来
年
は
文
化
協
会
が

創
立
50
周
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
合
同
の
集
い
は
い

っ
た
ん
終
了
し
、
以
後
そ

れ
ぞ
れ
の
協
会
で
新
た
な

企
画
で
実
施
す
る
旨
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　

来
賓
の
森
町
長
か
ら
は

「
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は

香
り
高
い
文
化
と
健
康
で

過
ご
せ
る
体
質
で
あ
り
、

皆
さ
ん
が
軸
に
な
っ
て
い

る
」
と
祝
辞
を
寄
せ
た
。

　

こ
の
後
、
文
化
特
別
賞

を
受
賞
し
た
本
田
愛
珠
さ

ん（
苫
中
３
年
）に
よ
る
ピ

ア
ノ
演
奏
が
行
わ
れ
、
受

賞
者
へ
の
祝
福
と
団
体
相

互
の
交
流
が
図
ら
れ
た
。

文化協会表彰
　文 化 功 労 賞　松岡 満雄さ　

　ん

　文 化 振 興 賞　尾泉 義博さ　
　ん

　文 化 特 別 賞　本田 愛珠さ　
　ん

体育協会表彰
　スポーツ功労賞　太田 市郎さ　

　ん

　スポーツ奨励賞　清水 涼雅く　
　ん

　スポーツ奨励賞　能登 雄大く　
　ん

　スポーツ奨励賞　古丹別バレーボール少年団
ＷＩＮＤＳ
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6 頁広報とままえ　12月号

火事・救急は119番！ 北留萌消防組合消防署　苫 前 支 署　TEL64－2321
　　　　　　　　　　　古丹別支署　TEL65－4119

歳末特別警戒実施歳末特別警戒実施　期間  12月25日日～30日金
ファイヤー通信

灯油とガソリンの誤給油による火災が発生しています！
　毎年、灯油と間違えてガソリンを
誤給油してしまい火災となる事故が
起きています。このため、灯油用の
ポリタンクにガソリンを入れ、運
搬・補完することは法律で禁止され
ていますので絶対にやめましょう！

　消防では歳末の繁忙期を迎え火気を
取扱うことが多くなり、取扱いの不注
意や不始末等で火災の多発が予想され
ることから、期間中
特別警戒を実施しま
すので、火の用心を
お願いいたします。

　　　　年末年始の町内各施設・機関の業務
年末年始の町内各施設・機関の業務については、下記のとおりとなっております。
なお、ご不明な点などありましたら、各担当窓口までお問い合わせ下さい。

ゴミ収集車の運行ゴミ収集車の運行
●年末●
12月30日㊎まで平常どおり収集
●年始●
１月４日㊌から平常どおり収集

【お問い合わせ】
　保健福祉課
　けんこう係
　☎64－2215

し尿くみ取り業務し尿くみ取り業務
●年末●
12月26日㊊まで平常どおり営業
●年始●
１月６日㊎から平常どおり営業
※ 12月15日以降の申込みは、年内
のくみ取りができない場合があ
ります。

【お問い合わせ】
　保健福祉課けんこう係
　☎64－2215

ななかまどの館公衆浴場ななかまどの館公衆浴場
●年末●
12月30日㊎まで平常どおり営業
●年始●
１月４日㊌から平常どおり営業

【お問い合わせ】
　ななかまどの館
　☎65－4351

患者輸送車の運行患者輸送車の運行
●年末●
12月29日㊍まで平常どおり運行
●年始●
１月４日㊌から平常どおり運行
〔運行休止日〕
　12月30日㊎～１月３日㊋まで

【お問い合わせ】
　保健福祉課けんこう係
　☎64－2215

歯科診療所の診療歯科診療所の診療
●年末●
12月28日㊌ 古丹別
12月29日㊍ 苫　前
●年始●
１月６日㊎ 古丹別 午後から診療
１月７日㊏ 苫　前 9時30分から診療
【お問い合わせ】
　保健福祉課
　けんこう係
　☎64－2215

とままえ温泉ふわっととままえ温泉ふわっと
年末・年始も平常どおり営業

【お問い合わせ】
　とままえ温泉ふわっと
　☎64－2810

苫前クリニック・苫前厚生クリニック苫前クリニック・苫前厚生クリニック
苫前クリニック(苫前)
●年末●　12月29日㊍まで診察
●年始●　１月４日㊌から平常どおり
　〔休診〕　12月30日～１月３日
【お問い合わせ】
　苫前クリニック　☎64－9070
苫前厚生クリニック(古丹別)
●年末●　12月29日㊍まで平常どおり
●年始●　１月４日㊌から平常どおり
　〔休診〕　12月30日～１月３日
【お問い合わせ】
　苫前厚生クリニック　☎65－3535

公民館・福祉センター・図書室公民館・福祉センター・図書室
スポーツセンター・役場・古丹別支所業務スポーツセンター・役場・古丹別支所業務
●年末●　12月30日㊎まで平常どおり
●年始●　１月６日㊎から平常どおり

【お問い合わせ】
　公民館・スポーツセンター
　☎65－4076
　税務町民課住民係
　☎64－2213
　古丹別支所
　☎65－3311

お知らせ

いずれも
午前まで
診療｝

「消しましょう  その火その時  その場所で」

ガソリン
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7 頁広報とままえ　12月号

Ｃ
Ｋ
Ｄ
〜
第
５
の
生
活
習
慣
病

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
を

ご
存
じ
で
す
か
。
様
々
な
原
因

で
腎
臓
の
は
た
ら
き
が
少
し
ず

つ
悪
く
な
る
病
気
で
す
。
進
行

す
る
と
、
腎
移
植
や
透
析
治
療

が
必
要
に
な
り
、
心
疾
患
な
ど

で
命
を
落
と
す
リ
ス
ク
も
上
げ

る
な
ど
日
常
生
活
に
大
き
な
支

障
を
き
た
す
こ
と
か
ら
、
第
5

の
生
活
習
慣
病
と
し
て
警
戒
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
は
、
腎
臓
そ
の
も

の
が
悪
く
な
る
場
合
（
慢
性
糸

球
体
腎
炎
な
ど
）
と
、
糖
尿
病

や
高
血
圧
か
ら
腎
臓
が
悪
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病

や
高
血
圧
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要

で
す
。

見
つ
け
に
く
く
て
治
り
に
く
い

　

腎
臓
は
多
少
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
て
も
自
覚
症
状
が
表
れ
な
い

沈
黙
の
臓
器
で
す
。
し
か
し
、

腎
臓
を
構
成
し
て
い
る
ネ
フ
ロ

ン
は
一
度
壊
れ
る
と
元
に
戻
り

ま
せ
ん
。
健
診
を
受
け
て
い
な

か
っ
た
り
、
生
活
習
慣
病
が
悪

化
し
た
り
す
る
と
い
つ
の
間
に

か
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
健
診
な

ど
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
ら
す

ぐ
に
受
診
し
、
病
状
の
進
行
を

早
め
に
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

腎
臓
の
は
た
ら
き 

　

一
つ
の
腎
臓
の
中
に
は
ネ
フ

ロ
ン
と
い
う
細
い
血
管
の
か
た

ま
り
と
、
そ
こ
か
ら
伸
び
る
尿

細
管
の
セ
ッ
ト
が
１
０
０
万
個

つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ネ
フ

ロ
ン
で
血
液
を
ろ
過
し
て
き
れ

い
に
し
、
体
か
ら
老
廃
物
を
取

り
除
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
余
分
な
水

分
や
塩
分
な
ど
を
除
去
し
、
体

液
の
濃
度
や
血
圧
を
一
定
に
保

つ
働
き
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

赤
血
球
を
作
る
ホ
ル
モ
ン
の
生

成
、
骨
を
強
く
す
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
の
活
性
化
な
ど
様
々
な
働
き

を
担
っ
て
い
ま
す
。

腎
臓
病
と
生
活
習
慣 

　

喫
煙
、
運
動
不
足
、
食
べ
過

ぎ
な
ど
の
生
活
習
慣
は
腎
臓
の

機
能
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
は
全
身
の
血

管
を
痛
め
る
た
め
、
細
い
血
管

が
集
ま
っ
て
い
る
腎
臓
に
も
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。
腎
臓
の

機
能
を
守
る
た
め
に
は
生
活
習

慣
の
改
善
や
血
糖
や
血
圧
の
管

理
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

腎
臓
を
守
る
生
活
習
慣 

①
た
ば
こ
を
や
め
る

　

喫
煙
を
す
る
と
血
管
が
収
縮

し
て
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、
腎

機
能
が
低
下
し
ま
す
。
腎
機
能

が
弱
ま
る
と
心
臓
病
や
脳
卒
中

に
な
る
危
険
性
が
増
す
こ
と
か

ら
ま
ず
は
禁
煙
し
て
腎
機
能
の

低
下
を
抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

②
塩
分
を
控
え
る

　

過
剰
な
塩
分
の
摂
取
は
血
圧

を
上
昇
さ
せ
て
腎
臓
に
負
担
を

か
け
ま
す
。
日
頃
か
ら
減
塩
を

心
が
け
、
薄
味
に
慣
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

た
ん
ぱ
く
質
の
と
り
す
ぎ
に

注
意

　

肉
や
魚
な
ど
に
多
く
含
ま
れ

る
た
ん
ぱ
く
質
は
体
を
作
る
大

切
な
栄
養
素
で
す
。
し
か
し
、

た
ん
ぱ
く
質
を
消
化
吸
収
す
る

際
に
出
る
老
廃
物
は
処
理
す
る

際
に
腎
臓
に
負
担
を
か
け
ま

す
。
そ
の
た
め
、
過
剰
摂
取
は

避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
肉

類
に
偏
っ
た
食
生
活
や
、
プ
ロ

テ
イ
ン
な
ど
の
健
康
食
品
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。

④
こ
ま
め
な
水
分
摂
取

　

進
行
し
た
腎
臓
病
や
心
臓
病

な
ど
で
水
分
の
制
限
指
示
が
出

て
い
な
い
場
合
は
こ
ま
め
に
水

分
を
摂
取
し
、
我
慢
せ
ず
ト
イ

レ
に
行
っ
た
方
が
腎
臓
に
負
担

を
か
け
ま
せ
ん
。
冬
期
間
で
も

1
日
1.5
ℓ
を
目
安
に
水
分
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

⑤
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
注
意

　

サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
健
康
食
品

の
中
に
は
特
定
の
成
分
を
凝
縮

し
た
も
の
が
あ
り
、
過
剰
摂
取

腎
機
能
に
負
担
を
か
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

健
診
で
腎
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク 

　

腎
機
能
を
調
べ
る
に
は
様
々

な
検
査
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
も
簡
単
な
も
の
が
尿
検

査
で
す
。
尿
の
中
に
た
ん
ぱ
く

質
や
血
液
が
混
じ
っ
て
い
る
と

腎
機
能
の
異
常
を
疑
い
ま
す
。

町
の
健
診
で
行
う
血
液
検
査
で

は
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
（
推
定
糸
球
体
ろ

過
量
）
と
い
う
指
標
を
使
っ
て

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ｅ

Ｇ
Ｆ
Ｒ
と
は
、
年
齢
・
性
別
を

考
慮
し
て
、
腎
機
能
が
低
下
す

る
と
血
液
中
に
増
え
る
血
清
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
値
か
ら
算
出
し
た

腎
機
能
を
示
す
指
標
で
す
。
ｅ

Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
60
以
下
に
な
る
と
腎

臓
の
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す

の
で
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

健 康
ばんざい
健
康
管
理

健
康
管
理  

〜
腎
臓
の
お
話
〜

〜
腎
臓
の
お
話
〜

今
月
の
担
当
は
水
野
管
理
栄
養
士
で
す

CKDの定義
以下のどちらかが３ヶ月以上続く
１．腎機能障害：eGFR＜60ml/分
２．尿異常：タンパク・潜血陽性

eGFRとCKDの病期ステージ

参考：NPO法人腎臓サポート協会

町の健診を受けた方は値を確認してみましょう
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